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博物館休館日カレンダー
2026 年  4 月

▲ 備え付けの防火設備を試験操作し有事の対応も確認しました▲ 点検や梱包は入念に行われるため、引渡しも一日がかりでした

▲ 参考：みやこ学講座における現地学習の様子
　(写真はテーマに因む史跡・小宮豊隆墓所の見学の様子)

　3月1日（日）、春の全国火災予防運動にち
なみ永沼家住宅で文化財防火点検式が行
われました。当日は行政と関係者（所有者・
保存協力会・地元消防団員等）が一堂に会
して文化財の防火体制を確認しました。

　3月3日（火）「肥後の里山ギャラリー（熊本
市）」の企画展「夏目漱石来熊130年　漱石と
くまもと」の開催に伴い、当館の小宮豊隆資
料25点の貸出を行いました。当館史上初の
大量貸出で行われる企画展が楽しみです。

【漢
詩
紀
行
講
座
】

　
４
月
４
日
（
土
）
９
時
30
分
～

【
古
文
書
講
座
】

　
４
月
11
日
（
土
）
10
時
～

【
古
典
か
な
講
座
】

　
４
月
18
日
（
土
）
13
時
30
分
～

【
み
や
こ
学
講
座
】

　
４
月
29
日
（
木
・
祝
）
10
時
～

※
日
程
等
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
見
学
会
等
は
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

　
博
物
館
は
郷
土
資
料
と
学
芸
員
ら
の
サ

ポ
ー
ト
に
よ
る
知
と
学
び
の
拠
点
で
す
。

以
下
の
会
や
講
座
を
利
用
し
て
楽
し
く
学

び
ま
せ
ん
か
？
詳
し
く
は
博
物
館
へ
お
問

合
せ
く
だ
さ
い
！

★�

博
物
館
友
の
会

　
バ
ス
ハ
イ
ク
・
歴
史
た
ん
け
ん
ウ
ォ
ー

ク
等
の
学
び
の
旅
や
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
で

き
ま
す
。

★
文
化
遺
産
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
ガ
イ
ド
等
を
通
し
て
、
町
内
に
見
ら
れ

る
文
化
遺
産
の
す
ば
ら
し
さ
を
伝
え
る
ス

タ
ッ
フ
を
養
成
す
る
講
座
で
す
。

★
博
物
館
歴
史
講
座

　
館
や
町
内
外
の
文
化
遺
産
を
題
材
に
、

町
の
歴
史
と
文
化
を
学
び
ま
す

　
４
種
の
講
座
が
あ
り
ま
す
が
、
掛
け
持

ち
や
、お
試
し
も
可
能
で
す（
詳
細
下
記
）。

◆ 

講
座
・
教
室
・
催
し
物
ガ
イ
ド

 
４
月
の
歴
史
講
座

博
物
館
で
生
涯
学
習
始
め
ま
せ
ん
か
？

３月の業務日誌から

ふ
る
さ
と
の
歴
史
を
学
ぼ
う
！
文
化
に
触
れ
よ
う
！

令
和
８
年
度 

博
物
館
歴
史
講
座 

受
講
生
募
集
!

　
博
物
館
で
は
新
年
度
か
ら
の
歴
史
講
座

の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　
歴
史
講
座
に
は「
漢
詩
紀
行
講
座
」「
古

典
か
な
講
座
」「
古
文
書
講
座
」「
み
や
こ

学
講
座
」
の
４
種
が
あ
り
ま
す
。

　
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
気
軽
に
博

物
館
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
講
座
で
は
毎
回
、
受
講
料
と

し
て
２
０
０
円
が
必
要
で
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

講
座
内
容
の
ご
紹
介

【
漢
詩
紀
行
講
座
】

●
講
師　
宮
原 

加
代
子 

先
生

●�

内
容
〝
漢
学
の
郷
〟
み
や
こ
の
詩
人
・

村
上
仏
山
の
漢
詩
を
主
に
鑑
賞
し
ま

す
。
あ
わ
せ
て
漢
詩
の
基
礎
や
唐
詩
な

ど
も
学
び
ま
す
の
で
、
初
心
者
も
参
加

可
能
で
す
。

　
　
辞
書
・
筆
記
用
具
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

●
実
施
日　
毎
月
第
１
土
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～

【
古
典
か
な
講
座
】

●
講
師　
宮
原 
加
代
子 

先
生

●�

内
容　
日
本
の
古
典
文
学
の
名
文
や

名
歌
の
鑑
賞
と
手
習
い
を
し
ま
す
。

初
め
て
の
方
に
も
参
加
し
や
す
く
進

め
ま
す
。

　

�　
筆
記
用
具
・
用
紙
な
ど
を
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

●
実
施
日　
毎
月
第
３
土
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
９
時
30
分
～

＊
4
月
に
つ
い
て
は
午
後
1
時
30
分
か
ら
で
す
。

【
古
文
書
講
座
】

●
講
師　
川
本　
英
紀 

先
生

●�

内
容　
江
戸
時
代
の
人
が「
く
ず
し
字
」

で
書
い
た
手
紙
や
日
記
な
ど
を
解
読
し

ま
す
。
特
に
み
や
こ
町
に
関
わ
る
古
文

書
を
歴
史
的
な
背
景
に
つ
い
て
の
解
説

を
交
え
な
が
ら
読
み
進
め
ま
す
。

●
実
施
日　
毎
月
第
２
土
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～

【
み
や
こ
学
講
座
】

●
講
師　
当
館
学
芸
員
ほ
か

●�

内
容　
「
み
や
こ
町
と
周
辺
地
域
の
自

然
・
文
化
遺
産
を
考
え
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
関
連
す
る
資
料
を
題
材
に
地
域
文

化
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

　

�　
地
域
文
化
に
つ
い
て
、
講
義
は
も
ち

ろ
ん
、
実
際
に
現
地
や
現
物
を
五
感
で

感
じ
る
こ
と
を
大
事
に
し
な
が
ら
体
験

型
学
習
も
行
い
ま
す
。

●
実
施
日　
毎
月
第
４
土
曜
日

　
　
　
　
　
午
前
10
時
～

＊
4
月
に
つ
い
て
は
29
日（
木・祝
）に
実
施
し
ま
す
。
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昭
和
61
年（
１
９
８
６
）か
ら
昭
和
70
年（
１
９
９
５
）

　

男
女
雇
用
機
会
均
等
法
が
施
行
さ
れ
た
昭

和
61
年
（
１
９
８
６
）、
勝
山
で
は
４
月
に

勝
山
町
民
憲
章
、
木
・
花
が
選
定
さ
れ
ま

す
。
犀
川
で
も
３
月
に
一
般
公
募
に
よ
る
歌

詞
の
「
犀
川
町
民
音
頭
」
が
完
成
。
４
月
に

は
「
犀
川
町
中
央
公
民
館
」
が
完
成
し
ま
す
。

伊
豆
大
島
三
原
山
の
大
噴
火
に
よ
り
、
全
島

民
が
避
難
し
た
11
月
に
は
「
第
1
回 

ま
つ
り

･
か
つ
や
ま
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
昭
和
62

年
（
１
９
８
７
）
４
月
、
国
鉄
が
分
割
民
営

化
に
よ
り
新
た
に
Ｊ
Ｒ
と
し
て
発
足
し
ま
す

が
、
そ
の
翌
月
「
豊
前
国
分
寺
三
重
塔
」
改

修
工
事
が
完
了
し
ま
す
。
勝
山
で
は
3
月

に
「
勝
山
町
総
合
運
動
公
園
」
が
完
成
し
ま

す
。
10
月
に
は
利
根
川
進
氏
が
ノ
ー
ベ
ル
生

理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
、
12
月
に
犀
川
で

鉾
立
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
ま
す
。
３
月
に
青

函
ト
ン
ネ
ル
（
53
．85
km
）
が
開
業
し
、
４
月

に
「
瀬
戸
大
橋
」
が
開
通
し
た
こ
と
に
よ

り
日
本
列
島
が
道
路
で
繋
が
っ
た
昭
和
63
年

（
１
９
８
８
）1
月
、勝
山
の「
障
子
ヶ
岳
城
跡
」

で
繁
茂
し
た
樹
木
の
伐
採
や
除
草
を
行
う「
城

攻
め
事
業
」
が
始
ま
り
ま
す
。
日
本
初
の
屋

根
付
き
球
場
、
東
京
ド
ー
ム
が
落
成
し
た
３

月
、
犀
川
橋
が
完
成
し
て
い
ま
す
。
豊
津
で

は
、
東
地
区
簡
易
水
道
浄
水
場
の
建
設
が
始

ま
り
、
４
月
１
日
に
芥
川
賞
作
家
の
鶴
田
知

也 

が
86
歳
で
死
去
し
ま
す
。
こ
の
年
の
９
月

に
ソ
ウ
ル
五
輪
が
開
幕
し
ま
し
た
。
昭
和
64

年
（
1
9
8
9
）
１
月
７
日
、
昭
和
天
皇
が

87
歳
で
崩
御
し
ま
す
。
同
日
、
政
府
に
よ
り

新
元
号
「
平
成
」
が
発
表
・
公
布
さ
れ
、
翌

日
に
改
元
さ
れ
た
こ
と
か
ら
「
昭
和
」
は
62

年
と
14
日
で
幕
を
閉
じ
ま
す
が
、
こ
の
日
数

２
月
に
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
幕
し
た
平

成
10
年
（
１
９
９
８
）、
犀
川
で
は
「
鐙
畑

小
学
校
」、「
帆
柱
小
学
校
」
が
廃
校
に
な
り

11
月
に
は
「
蔵
持
山
修
験
道
遺
跡
」「
大
山

祇
神
社
の
大
イ
チ
ョ
ウ
」
が
町
の
文
化
財
に

指
定
さ
れ
ま
す
。
８
月
に
行
橋
駅
高
架
事
業

が
終
了
し
た
平
成
11
年
（
１
９
９
９
）、
勝

山
で
は
「
仲
哀
隧
道
」
が
国
の
登
録
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
す
。
豊
津
で
は
「
天
八
幡
神

社
の
大
楠
」
が
町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

犀
川
で
は
「
木
造
阿
弥
陀
如
来
坐
像
」「
銅

製
鰐
口
」
が
県
の
文
化
財
「
蔵
持
山
関
連
資

料
」
な
ど
が
町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

す
。
７
月
に
２
０
０
０
円
札
が
発
行
さ
れ
、

９
月
に
シ
ド
ニ
ー
五
輪
が
開
幕
し
た
平
成
12

年
（
２
０
０
０
）
５
月
に
犀
川
の
「
石
坂
ト

ン
ネ
ル
（
第
２
隧
道
）」
が
国
の
登
録
文
化

財
に
指
定
さ
れ
、
11
月
に
豊
津
で
「
第
１
回

国
分
寺
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
３

月
に
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ

ン
（
Ｕ
Ｓ
Ｊ
）
が
開
園
し
、
９
月
に
ア
メ
リ

カ
で
同
時
多
発
テ
ロ
が
発
生
し
た
平
成
13
年

（
２
０
０
１
）
10
月
に
豊
津
で
は
「
町
立
図
書

館
」
が
開
館
し
ま
す
。
平
成
14
年（
２
０
０
２
）

２
月
に
ソ
ル
ト
レ
イ
ク
シ
テ
ィ
五
輪
が
開
幕

し
、
５
月
に
日
韓
共
催
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
が
開
催

さ
れ
ま
す
。
ま
た
10
月
に
「
ノ
ー
ベ
ル
物
理

学
賞
」
を
小
柴
昌
俊
氏
「
化
学
賞
」
を
田

中
耕
一
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
し
ま
す
。
ア
メ
リ

カ
、
イ
ギ
リ
ス
連
合
軍
が
イ
ラ
ク
攻
撃
を
開
始

し
、
自
衛
隊
が
イ
ラ
ク
に
派
遣
さ
れ
た
平
成
15

年
（
２
０
０
３
）
３
月
に
は
豊
津
で
物
産
直
売

所
「
国
府
の
郷
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
韓

流
ブ
ー
ム
が
席
巻
し
た
平
成
16
年
（
２
０
０
４
）

３
月
に
九
州
新
幹
線
新
「
八
代
駅
～
鹿
児
島

中
央
駅
」
が
開
業
し
、
８
月
に
は
ア
テ
ネ
五
輪

が
開
幕
。
11
月
に
新
紙
幣
が
発
行
さ
れ
、
４

月
に
県
立
育
徳
館
中
学
校
が
開
校
。
鶴
田
知

也
旧
蔵
資
料
が
豊
津
町
に
寄
贈
さ
れ
、
勝
山

で
は
「
千
女
房
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
」
が
町
の
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
す
。　

  　

  （
井
上
信
隆
）

す
。
松
本
サ
リ
ン
事
件
が
発
生
し
た
平
成
６

年
（
１
９
９
４
）、
７
月
に
日
本
人
初
の
女

性
宇
宙
飛
行
士
を
乗
せ
た
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト

ル
が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
10
月
に
大
江
健
三
郎

氏
が
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

豊
津
で
は
２
月
に
「
豊
津
町
農
産
物
加
工
施

設
」
が
完
成
し
、
4
月
に
は
「
豊
津
町
歴
史

民
俗
資
料
館
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
８
月

に
は
町
内
で
未
曽
有
の
干
ば
つ
に
見
舞
わ

れ
、
犀
川
で
は
「
犀
川
町
誌
」
が
発
刊
さ
れ

ま
す
。
１
月
に
阪
神
･
淡
路
大
震
災
、
３
月

に
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
が
発
生
し
た
平
成
７

年
（
１
９
９
５
）
に
は
、「
W
i
n
d
o
w
s 

95
」
が
発
売
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
勝
山
・

豊
津
で
は
「
町
制
40
周
年
記
念
式
典
」
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
勝
山
で
は
図
書
館
が
開

館
し
、
犀
川
で
は
「
や
ま
び
こ
診
療
所
」
が

開
所
し
ま
す
。

昭
和
71
年（
１
９
９
６
）か
ら
昭
和
80
年（
２
０
０
５
）

　
「
た
ま
ご
っ
ち
」
が
大
流
行
し
た
平
成
８
年

（
１
９
９
６
）
４
月
、
キ
ャ
ナ
ル
シ
テ
ィ
博
多

が
オ
ー
プ
ン
し
、
７
月
に
は
ア
ト
ラ
ン
タ
五

輪
が
開
幕
し
ま
し
た
。
2
月
29
日
に
は
「
豊

津
町
歴
史
民
俗
資
料
館
」
が
町
立
と
し
て
は

福
岡
県
内
初
の
「
登
録
博
物
館
」
と
な
り
、

３
月
に
は
「
豊
前
国
府
跡
公
園
」
が
完
成
し
、

「
安
武
手
永
大
庄
屋
文
書
」「
豊
前
国
分
尼
寺

跡
」
が
町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま
す
。
犀

川
で
は
犀
川
町
村
合
併
40
周
年
を
迎
え
ま
し

た
。
消
費
税
が
５
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
平

成
９
年
（
１
９
９
７
）
10
月
に
「
ゆ
め
タ
ウ

ン
行
橋
」
が
開
業
。
12
月
に
世
界
初
の
量
産

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
カ
ー
「
プ
リ
ウ
ス
」
が
発
売

さ
れ
ま
し
た
。豊
津
で
は
４
月
に「
豊
津
町
史
」

が
発
刊
さ
れ
、
翌
月
に
は
、
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
す
ど
り
の
里
」
が
オ
ー
プ
ン
。
11
月

に
は
第
１
回
愛
郷
フ
ェ
ス
タ
（
現
・
み
や
こ

町
愛
郷
音
楽
祭
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ま
た

犀
川
で
は
12
月
19
日
に
犀
川
小
学
校
に
「
被

爆
エ
ノ
キ
（
平
和
の
木
）」
が
寄
贈
さ
れ
ま
す
。

は
「
元
号
発
祥
の
国
」
中
国
の
元
号
を
凌
ぎ
、

現
在
、
元
号
「
昭
和
」
は
世
界
最
長
の
元
号

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
「
昭
和
」

を
考
案
し
た
吉
田
増
蔵
の
故
郷
、
勝
山
上
田

集
落
に
は
、「
元
号
昭
和
の
考
案
者
」
及
び

「
新
た
に
即
位
す
る
天
皇
陛
下
の
称
号
・
名
前

の
考
案
者
」
の
取
材
を
目
的
と
し
て
、
複
数

の
新
聞
社
な
ど
が
取
材
に
訪
れ
ま
し
た
。
こ

の
年
、
改
元
に
呼
応
す
る
よ
う
に
日
本
や
世

界
で
も
歴
史
の
変
換
点
と
な
る
社
会
の
変
化

が
み
ら
れ
ま
し
た
。
４
月
１
日
消
費
税
（
税

率
３
％
）
が
ス
タ
ー
ト
。
６
月
に
は
中
国
天

安
門
事
件
が
勃
発
し
、
11
月
に
は
ベ
ル
リ
ン

の
壁
が
崩
壊
し
ま
す
。
こ
の
年
、
４
月
に
沿

線
の
11
市
町
村
と
県
に
よ
る
「
平
成
筑
豊
鉄

道
株
式
会
社
」
が
設
立
し
、
10
月
に
営
業
を

開
始
し
ま
す
。
豊
津
で
は
8
月
に
「
旧
福
岡

県
立
豊
津
中
学
校
講
堂 

思
永
館
」
が
県
の
文

化
財
に
指
定
さ
れ
、
国
作
の
「
豊
前
国
府
推

定
地
」
で
発
掘
調
査
が
開
始
し
ま
す
。
12
月

に
は
航
空
自
衛
隊
築
城
基
地
に
F
15
J
戦
闘

機
が
配
備
さ
れ
、
豊
津
出
身
の
永
井
龍
雲
が

作
詞
作
曲
し
た
「
暖
簾
」
が
「
第
22
回
日
本

作
詞
大
賞
」
の
優
秀
作
品
賞
を
受
賞
し
ま
す
。

犀
川
で
は
11
月
に
国
指
定
文
化
財
「
永
沼
家

住
宅
」
の
改
修
工
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
平
成

２
年
（
1
9
9
0
）
３
月
、
犀
川
で
は
「
生

立
橋
」
が
完
成
し
ま
す
。
豊
津
で
は
４
月
に

豊
津
町
総
合
運
動
場
が
落
成
。
10
月
に
平
成

筑
豊
鉄
道
駅
「
新
豊
津
駅
」
が
開
業
し
「
椎

田
勝
山
線
バ
イ
パ
ス
」が
開
通
。勝
山
で
は「
と

び
う
め
国
体
」
の
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
湾
岸
戦
争
が
勃
発
し
、
長
崎

県
･
雲
仙
普
賢
岳
で
大
規
模
な
火
砕
流
が
発

生
し
た
平
成
3
年
（
１
９
９
１
）、
国
道
10
号

線
バ
イ
パ
ス
が
開
通
。
９
月
27
日
に
は
台
風

19
号
が
福
岡
県
を
直
撃
し
、
町
内
全
域
に
未

曾
有
の
被
害
が
記
録
さ
れ
ま
す
。
バ
ル
セ
ロ

ナ
五
輪
が
開
幕
し
た
平
成
４
年
（
１
９
９
２
）

９
月
に
国
公
立
の
小
中
学
校
で
第
２
土
曜
日

が
休
校
に
な
り
、
11
月
に
は
役
場
も
土
曜
日

が
完
全
閉
庁
に
な
り
ま
す
。
豊
津
で
は
２
月

に
「
歴
史
民
俗
資
料
館
」
の
工
事
に
着
手
。

９
月
に
は
八
景
山
中
腹
に
鶴
田
知
也
文
学
碑

が
建
立
さ
れ
ま
す
。
犀
川
で
は
小
宮
豊
隆
が

主
人
公
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
夏
目
漱
石
の
小

説
に
因
ん
で
続
命
院
地
区
の
新
駅
名
が
「
東

犀
川
三
四
郎
｣
に
決
定
し
ま
す
。
ま
た
こ
の

年
、
行
橋
駅
高
架
事
業
に
着
手
し
ま
す
。「
姫

路
城
」「
法
隆
寺
」
な
ど
が
日
本
初
の
世
界
遺

産
に
な
っ
た
平
成
５
年
（
１
９
９
３
）、
５
月

に
Ｊ
リ
ー
グ
が
開
幕
し
、
６
月
に
現
在
の
天

皇
・
皇
后
陛
下
の
ご
成
婚
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
勝
山
で
は
３
月
に
「
大
宰
官
道
」「
黒

田
楽
」
が
町
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
犀
川

で
は
、「
ユ
ー
タ
ウ
ン
犀
川
」
が
完
成
し
ま

「平成」改元の際、勝山で取材する新聞記者
（先人マンガ「吉田兄弟物語」より）
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